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「第 2次北九州市いきいき長寿プラン」 

目標①いきいきと健康で、生涯現役で活躍できるまち掲載事業の実施状況 
 

  番号は掲載事業番号、【掲載されている目標】、☆特に記載のない場合は令和 4 年度実績 

 

施策の方向性１ 生きがい・社会参加・地域貢献の推進 
基本的な施策１ 高齢者の生きがいづくり・仲間づくり 

No 取組み 概要 

1 

生涯スポーツの習慣

化の普及 

（市民文化スポーツ

局スポーツ振興課） 

高齢者の健康の保持・増進のため、運動の習慣化や仲間づくり

のきっかけとなる、体操やダンス、ボール運動など、気軽にで

きるスポーツ教室を開催します。 

☆参加人数：247 名、開催件数：18 回（6 会場 3 回ずつ） 

2 

年長者研修大学校の

運営 

（保健福祉局長寿社

会対策課） 

高齢者の生きがいづくりや仲間づくりに加え、地域活動や社会

貢献活動を担う人材の育成を目的に、周望学舎および穴生学舎

の「年長者研修大学校」で高齢者を対象とした講座を実施しま

す。また、高齢者の高度な学習ニーズに対応するため、市内の

大学と連携した校外授業（シニアカレッジ）を開催します。 

【修了生の地域活動への参加状況】令和元年度調査 41％→令和

５年度調査 45％ 

☆43.3％ 

3 

健康増進施設北九州

穴生ドームの運営 

（保健福祉局長寿社

会対策課） 

高齢者をはじめとした市民の健康・体力づくり、世代間の相互

交流およびニュースポーツの振興を図るため、高齢者の健康増

進施設である北九州穴生ドームを運営します。 

☆年間の延べ利用者数 3,752 人 

4 

全国健康福祉祭(ね

んりんピック)への

北九州市選手団の派

遣 

（保健福祉局長寿社

会対策課） 

各種スポーツや文化・福祉イベントを通じて、高齢者の健康の

保持増進、社会参加、生きがいの高揚を図り、ふれあいと活力

のある長寿社会づくりを推進するため、各県持ち回りで毎年開

催される「全国健康福祉祭（ねんりんピック）」に北九州市選

手団を派遣します。 

☆神奈川県で開催。９種目、７５名（本部職員を含む）を派遣 

5 
年長者いこいの家で

の活動支援 

地域の高齢者に対して、教養の向上及びレクリエーション活動

などの場を提供し、心身の健康増進を図るため、年長者いこい

の家の運営及び活動に必要な経費の補助や、建物の修繕・補修

工事を実施します。 

☆設置数 164 館 

6 
新門司老人福祉セン

ターの運営 

高齢者に対して、介護予防の視点に立ちながら各種相談に応じ

るとともに、健康の増進、教養の向上及びレクリエーション活

動を提供する「新門司老人福祉センター」の運営を行います。 

【年間の利用者数】令和元年度実績 36,948 人→令和５年度目

標 50,000 人 

☆利用実績 32,457 人 

7 
「高齢者ふれあい入

浴の日」の設定 

高齢者が地域でふれあう機会を提供することを目的に、市内の

普通公衆浴場（銭湯）において６５歳以上の高齢者が無料で利

用できる「高齢者ふれあい入浴の日」を設けます。 

☆高齢者ふれあい入浴の日（偶数月の 26 日）における延べ利用

者数：4,279 人 
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8 

施設における利用料

の高齢者減免の適用 

（保健福祉局長寿社

会対策課） 

高齢者の社会参加の促進を図るため、市立の文化、観光、体育

施設など（福岡市、下関市、熊本市、鹿児島市の施設も一部含

む）について、６５歳以上の市民であることが確認できる、公

的機関が発行した証明書等を提示することで減免料金を適用し

ます。 

☆令和３年度実績：市内施設の延べ利用者数 330,697 人 

9 

地域活動拠点である

市民センターの管理

運営 

（市民文化スポーツ

局地域振興課） 

住民主体の地域活動の拠点となる市民センターについて、適切

な管理運営や必要な施設整備を行います。 

☆建替工事１館、空調改修工事７館、外壁及び屋上防水設計１

４館、外壁及び屋上防水工事８館、昇降機設置工事１館 

☆市民センター１館あたりの利用者数 ：１７千人（令和３年

度） 

10 

生涯学習活動の促進 

（市民文化スポーツ

局生涯学習課） 

「いつでも、どこでも、誰でも」自由に学習ができるよう、学

習機会を充実し、学習情報を提供します。また、学習の成果を

活かすことのできる活動機会を提供します。（生涯学習市民講

座の開設、市民センターだより（館報）の発行、文化祭の開

催、生涯学習総合情報サイト「まなびネットひまわり」の提

供） 

【生涯学習市民講座参加者数】令和元年度 124,765 人→令和 5

年度 前年度比増 

☆85,836 人 

11 

生涯学習推進コーデ

ィネーターの市民セ

ンター配置 

（市民文化スポーツ

局生涯学習課） 

市民の生涯学習の推進ならびに市民センター等の活性化を図る

ため、学習機会や人材等、地域に関する様々な情報の収集や提

供などを行う「生涯学習推進コーディネーター」を市民センタ

ーに配置します。 

【生涯学習推進コーディネーターの配置割合】令和元年度

45.4％→令和５年度 60％ 

☆36.9％ 

12 

地域における伝統文

化の保存・継承活動

の支援 

（市民文化スポーツ

局文化企画課） 

地域に根ざした固有の伝統文化については、人々の営みの中で

大切に受け継がれてきたものであり、これを地域で次世代へ継

承するため、指定された無形民俗文化財の保存継承活動などに

対して支援を行います。 

【指定無形民俗文化財保存支援団体数】令和元年度 16 団体→令

和５年度 16 団体（現状維持） 

☆14 団体 

13 

ニュースポーツ用具

の整備・各種交流大

会の実施 

（市民文化スポーツ

局スポーツ振興課） 

各区における地域スポーツの普及振興を図るため、ニュースポ

ーツ用具の整備及び各種交流大会を実施します。 

14 

市民参加型スポーツ

イベントの開催 

（市民文化スポーツ

局スポーツ振興課） 

北九州マラソン、市民スポーツ大会、門司港レトロマラソンな

ど、市民参加型のスポーツイベントを開催し、多くの市民に参

加してもらうことで、市民のスポーツに対する興味・関心を高

め、生涯にわたってスポーツを続けていく生活の土台づくりを

推進します。 

【スポーツ実施率（週 1 回以上のスポーツ・運動実施））R１年

度：52.6％→R５年度：65％ 

☆・門司港レトロマラソン（令和 4 年 11 月 27 日）1,601 人、

北九州マラソン（令和 5 年 2 月 19 日）11,084 人、市民スポー

ツ大会（令和 4 年 4 月～令和 5 年 3 月）23,525 人 
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15 

総合型地域スポーツ

クラブの育成・支援 

（市民文化スポーツ

局スポーツ振興課） 

「だれもが、いつでも、どこでも、いつまでも」スポーツに親

しむことができる生涯スポーツ社会の実現を目指し、各自の興

味やレベルに応じて参加できる多世代・多種目型のクラブ（総

合型地域スポーツクラブ）の育成を推進します。 

【各総合型地域スポーツクラブの会員数／年】 

R１年度:2,074 人→ R５年度:4,000 人 

☆1,718 人 

 

基本的な施策２ 就労や特技・趣味を生かした社会参加の支援 

No 取組み 概要 

16 

高齢者のデジタル

技術習得を支援す

る地域人材の育成 

（保健福祉局長寿

社会対策課） 

スマートフォンやタブレットの設定や操作ができない高齢者をサ

ポートする人の育成に取り組むとともに、そのサポートする人を

養成することができる人材の育成に取り組みます。 

☆支援員養成講座実施数 4 回、参加者数 41 名 

17 

介護支援ボランテ

ィアの活躍の場の

充実 

（保健福祉局介護

保険課） 

高齢者のボランティア活動に対し、換金等が可能なポイントを付

与することで、高齢者の社会参加・地域貢献を支援し、健康増進

や生きがいづくりにつなげます。今後はポイントが付与される施

設等を、介護保険施設に加え、高齢者が集うサロン等にも広げ、

活躍の場の拡充を推進します。 

☆施設併設型認知症カフェ 12 箇所を活動対象に含め、その内１

箇所が登録した。 

18 

いきがい活動ステ

ーションの運営 

（保健福祉局長寿

社会対策課） 

高齢者の社会貢献や生きがいづくりを促進するため、高齢者の参

加しやすいボランティア活動、生涯学習、仲間づくり情報などの

収集や情報提供を「いきがい活動ステーション」で行います。さ

らに、活動を希望する相談者に個別に対応し、活動のマッチング

までを行う仕組みづくりを進めます。 

【いきがい活動ステーション利用者数】令和元年度：3,698 人→

令和５年度：6,000 人】 

☆5,531 人 

19 

老人クラブの活動

支援 

（保健福祉局長寿

社会対策課） 

老人クラブの地域社会における社会奉仕活動等を促進し、高齢者

福祉の増進を図ります。また、老人クラブが、地域における世代

間交流を深めるとともに、地域社会の一員として介護予防への取

組みを行うなど、積極的な役割を果たすことができるよう支援を

行います。（単位老人クラブへの助成、市・区老人クラブ連合会

への助成、高齢者の健康づくり支援事業、年長者の生きがいと創

造の事業など） 

☆（令和４年４月１日時点）クラブ数 839 クラブ、会員数

31,024 人 

20 

敬老行事等長寿の

お祝い 

（保健福祉局長寿

社会対策課） 

長年にわたって社会に貢献してきた高齢者を敬うとともに、市民

の高齢社会に対する認識を深めるため、さまざまな長寿のお祝い

に関連する事業を行います。（年長者の祭典、長寿祝金、長寿祝

品、地域で行われる敬老行事への助成など） 

☆年長者の祭典 参加者数 428 人、長寿祝金（88 歳 1 万円 

100 歳 2 万円）贈呈対象者人数 6,705 人、長寿祝品 贈呈対象

者人数 411 人、敬老行事 実施：371 団体 
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21 

ボランティア活動

の推進 

（保健福祉局地域

福祉推進課） 

市内のボランティア活動の活性化のため、ウェルとばたと各区に

ある「ボランティア・市民活動センター」において、ボランティ

アのコーディネートや活動支援のほか、関係団体と協働して啓発

や情報の収集などを行います。 

【ボランティア登録の団体数及び人数】前年度比増（参考：R１

年度：669 団体 22,858 人） 

☆583 団体、18,320 人 

22 

介護支援ボランテ

ィア活動の推進 

（保健福祉局介護

保険課） 

高齢者の社会参加や地域貢献を奨励・支援し、健康増進や生きが

いづくりにつなげるため、高齢者が介護保険施設等でボランティ

ア活動を行った場合に、その活動を評価してポイント化し、ポイ

ントを換金又は寄付することができる事業を推進します。 

【ボランティア活動人数】令和元年：966 人 ⇒ 令和５年：

1,000 人 

☆ボランティア活動人数 142 人、登録者数 1,967 人 

23 

NPO などに対する

側面的な支援 

（市民文化スポー

ツ局市民活動推進

課） 

市民活動促進のため、市民活動サポートセンターを拠点として、

ＮＰＯ・市民活動や協働等に関する相談・助言、情報提供、研

修・啓発事業などの側面的支援を行います。 

【市民活動サポートセンター利用者数】毎年度：20,000 人 

☆9,791 人 

24 

市民主体の活動に

対する支援 

（市民文化スポー

ツ局市民活動推進

課） 

地域の特性を生かした活動や地域の活性化に資する新たな市民活

動を支援し、市民主体のまちづくりを推進します。 

【ＮＰＯ等に対する補助金の交付件数】令和元年度 25 件→令

和 5 年度 25 件 

☆23 団体 

25 

保険制度活用によ

る市民活動支援 

（市民文化スポー

ツ局市民活動推進

課） 

市民活動中の事故に対して一定の補償を行う保険制度を実施し、

市民が安心して活動に取り組むことができるよう支援します。 

26 

美術ボランティア

の養成 

（市民文化スポー

ツ局美術館普及

課） 

来館者に展覧会や美術作品の価値や魅力を伝えるための解説、美

術資料等の整理・分類、ワークショップ等の教育活動の事業支援

を行う美術ボランティアの養成を促進します。 

【登録ボランティア数】令和元年度：34 人→令和５年度：40 人 

☆ボランティア活動者数６２人（美術ボランティア３０人、ミュ

ージアム・ツアー・サポーター３２人） 

27 

博物館ボランティ

アの活動推進 

（市民文化スポー

ツ局自然史・歴史

博物館普及課） 

博物館においてボランティア活動を行う人材を育成するととも

に、展示解説、普及講座・体験学習補助など活動の場を提供しま

す。 

【ボランティア活動の場を提供できる人数】令和元年度：50 名 

→ 令和５年度：50 名 

☆44 名 

28 

R5

年 

追

加 

高齢者の就業支援 

（産業経済局雇用

政策課） 

北九州市高年齢者就業支援センターを拠点に、シニア・ハローワ

ーク戸畑等の関係機関と連携して、求職者支援や求人情報提供

等、高年齢者の多様なニーズに応えていくきめ細やかな就業支援

を行います。また、就労にあと一歩踏み出せない高齢者の掘り起

こしを行うことで、市内企業の人材不足解消を図るとともに健康

寿命延伸に寄与します。 
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【高年齢者就業支援センター延べ利用者数（年間）】令和元年度

12,916 人→令和５年度 20,000 人 

☆8,644 人 

（R5 追加） 

人手不足企業を対象とした高齢者雇用のノウハウを学ぶセミナー

及び高齢求職者を対象とした仕事体験付き合同会社説明会をセッ

トにしたマッチングイベントを開催することで、高年齢者の就業

及び企業の人手不足解消を支援します。 

R4

年 

追

加 

北九州市シルバー

人材センターへの

補助を通じた多様

な就業機会の確保 

（産業経済局雇用

政策課） 

シルバー人材センターに対する補助を通じて、高齢者の多様な就

業機会の確保を推進します。シルバー人材センターでは、臨時・

短期的その他軽易な就業を希望する 60 歳以上の高齢者に就業の

機会を提供しています。 

29 

高齢者向け求人の

開拓 

（産業経済局雇用

政策課） 

シニア層が働きやすい多様な求人を開拓し、雇用のミスマッチを

解消することで、高年齢者の就業率向上を図ります。 

【シニア向け求人開拓数】毎年度延べ 50 件以上(令和２年度は延

35 件以上） 

☆84 件 

30 

観光案内ボランテ

ィアの育成・支援 

（産業経済局観光

課） 

観光客に対し、本市の観光資源の魅力を伝えるため、毎年実施の

「北九州観光市民大学」において、観光施設などの解説・案内を

する「観光案内ボランティア」を募集・育成し、「観光案内ボラ

ンティア」制度の運営支援と併せて、活動の場を提供します。 

【観光案内ボランティア研修会への延べ参加者数】毎年度 200 名

以上 

☆299 名 

再

掲 

31 

生涯現役夢追塾の運営 

（保健福祉局長寿社会対策課） 

再

掲 

141 

介護予防・生活支

援サービスの提供

体制の確保 

（保健福祉局地域

福祉推進課、認知

症支援・介護予防

センター） 

要支援１・２の認定を受けた方及び事業対象者に対して、その能

力に応じ自立した日常生活を営むことができるよう適切なアセス

メントによるケアプランに基づき、介護予防・生活支援サービス

（訪問・通所）において、「予防給付型」「生活支援型」「短期

集中予防型」の提供を行います。また、自立支援・重度化防止に

向けた適切なサービスを提供できるよう従事者、事業所の確保

等、環境整備を行います。 

 

基本的な施策３ 地域貢献につなげる仕組みづくり 

No 取組み 概要 

31 

生涯現役夢追塾の

運営 

（保健福祉局長寿

社会対策課） 

退職後なども今まで培ってきた技術や経験を活かし、地域での経

済活動や社会貢献活動などの担い手として活躍していく人材の発

掘と養成を行う「生涯現役夢追塾」を運営します。 

【生涯現役夢追塾の延べ入塾者数】令和元年度：512 人→令和５

年度：590 人 

☆533 人 
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32 

いきがい活動ステ

ーションにおける

人材育成 

（保健福祉局長寿

社会対策課） 

「いきがい活動ステーション」にて、具体的な活動のマッチング

を図り、地域デビューまでをプロデュースできるような仕組みを

作るとともに、地域貢献を主体的に企画・実施できる人材を育成

します。 

【いきがい活動ステーション利用者数】令和元年度：3,698 人→

令和５年度：6,000 人 

☆5,531 人 

33 

ボランティア大学

校の運営 

（保健福祉局地域

福祉推進課） 

地域ニーズに対応した研修内容の充実、研修機会の拡大に努め、

地域福祉やボランティア活動を担う人材の養成を行います。 

具体的には、校区単位の地域特性に応じた福祉講座や企業の社会

貢献活動担当者を対象にしたセミナー等を開催し、地域や企業に

おけるボランティア活動の促進を図ります。 

【ボランティア大学校の研修の受講者数（単年度）】令和元年

度：2,933 人 → 令和５年度：3,000 人 

☆1,853 人 

34 

北九州市地域福祉

振興協会等への補

助を通じた地域福

祉活動の推進 

（保健福祉局地域

福祉推進課） 

市民団体や非営利法人等が行うボランティア活動、高齢者のいき

がいづくり、移送サービスの実施、市民啓発事業等への助成事業

を実施する北九州市地域福祉振興協会等に対する補助を通じて、

市民の地域福祉活動を推進します。 

☆助成件数 33 件 

35 

世代間交流や様々

な体験活動の機会

を提供する生涯学

習市民講座の実施 

（市民文化スポー

ツ局生涯学習課） 

子どもの生きる力をはぐくみ、心豊かでたくましい子どもを育て

るため、体験活動の機会の充実など、家庭・地域・学校が一体と

なった取組みを推進します。(生涯学習市民講座の実施) 

【生涯学習市民講座（子ども向け）（旧地域･子ども交流事業)の

参加者数】前年度比増（参考：令和元年度：55,370 人） 

☆129 館実施 

36 

シニア世代による

子ども・子育て支

援活動の促進 

（子ども家庭局総

務企画課） 

シニア世代が、これまで培った経験・人脈等を生かし、子どもや

子育てを支える人材として十分活躍してもらえるよう、市の子育

て関連施設や子育て支援事業などの中から、活躍が可能な場を集

約し情報提供し、子ども・子育て支援活動への積極的な参画を呼

びかけます。 

☆掲載内容を更新し、シルバー人材センター、市民センター等に

子育て支援活動促進のちらしの配布を行った。 

37 

まちの森プロジェ

クト～環境首都

100 万本植樹 

（環境局環境監視

課、財政局財産活

用推進課、建設局

緑政課、保健福祉

局長寿社会対策

課） 

未利用市有地や公園の一部を、無償で自治会やまちづくり協議会

などの地域の自治組織に貸し出し、花壇・菜園や、植樹用の苗木

の育成などに活用してもらうことで、街なかの緑を増やすととも

に、高齢者の生きがいや健康づくり、多世代交流等を促進しま

す。 

【環境首都１００万本植樹プロジェクトの植樹本数】R６年度：

１００万本 

☆市民をはじめ、NPO など様々な主体による植樹が行われている

（植樹本数：784,926 本）。 

新規開園箇所 2 件（未利用地 1 件/公園 1 件） 

貸付件数 35 件（未利用地 18 件/公園 17 件） 
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38 

スクールヘルパー

の配置・活動支援 

（教育委員会学校

教育課） 

学校教育の場において、教育活動の支援を行うボランティア（ス

クールヘルパー）として、保護者や地域の方などを学校に登録し

ます。 

☆スクールヘルパーの延べ登録人数は、42,170 人と昨年度より

9,663 人増加 

再

掲 

2 

年長者研修大学校の運営 

（保健福祉局長寿社会対策課） 

再

掲 

66 

高齢者の生活支援

体制の整備 

（保健福祉局地域

福祉推進課） 

住民主体の生活支援体制を構築するため、協議体（校区の作戦会

議）を支援する地域支援コーディネーターの配置に加え、新たに

市民センターを拠点としたボランティア活動を支援します。 

【新たに生活支援の取り組みを始める、または強化するために支

援した校（地）区数】前年度維持（参考：Ｒ１年度 51 校（地）

区） 

☆R3 年度実績：74 校（地）区、R4 年度実績：95 校（地）区 

 

施策の方向性２ 主体的な健康づくり・介護予防の促進 
基本的な施策１ 生涯を通じた介護予防・健康づくりの推進 

No 取組み 概要 

39 

後期高齢者の保健

事業と介護予防の

一体的実施 

（フレイル対策の

強化） 

（保健福祉局健康

推進課、認知症支

援・介護予防セン

ター、地域福祉推

進課） 

フレイル・認知症に着目した健康課題として、生活習慣病等の疾

病予防・重症化予防（高血圧症、糖尿病性腎症）のため、の個別

的支援（ハイリスクアプローチ）を強化します。 

また、高齢者の通いの場等での介護予防の取組みに加え、市民セ

ンターを拠点とした健康づくり事業等の集団の場においても地域

の健康課題に基づいた健康教育や健康相談を実施（ポピュレーシ

ョンアプロ―チ）することで、疾病予防、重症化予防を図り、フ

レイル対策を強化します。 

☆健康教育等で支援する通いの場等会場数 

105 か所 延べ 1,611 人参加、後期高齢者健診受診率 13.5％ 

40 

高血圧症を切り口

とした生活習慣病

への対策強化 

（保健福祉局健康

推進課） 

高血圧を予防するための「高血圧ゼロのまち」に向けた取組とし

て、モデル校（地）区を設定し、地区住民全員に血圧測定、スマ

ホアプリを通じた健康管理、減塩等を呼び掛ける取組みを開始し

ます。 

☆市民センターを拠点とした健康づくり事業 

参加団体数：133 団体、保健師等の専門的助言回数・延べ人数：

715 回、7,579 人 

41 

介護予防・健康づ

くり教室等の開催 

（保健福祉局認知

症支援・介護予防

センター） 

運動・栄養・口腔等に係る介護予防教室を実施します。また、ふ

くおか健康づくり県民運動と連携して、幅広い年齢層を対象にし

た介護予防・健康づくり事業を行います。 

☆介護予防教室等の開催回数、および参加者数 

1,892 回、延べ 21,953 人参加 

42 

介護予防に関する

知識の普及啓発 

（保健福祉局認知

症支援・介護予防

センター） 

介護予防に関する基本的な知識を普及啓発するため、パンフレッ

ト作成、ホームページ運営、有識者による講演会や相談会の開催

等の情報発信を行います。 

☆介護予防に関する知識の普及啓発、HP,ビデオ等での情報発

信、講演会・健康フェア：12 回、434 人、相談会：92 回、349 人 
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43 

地域リハビリテー

ション活動の支援

（サロンで健康づ

くり） 

（保健福祉局認知

症支援・介護予防

センター） 

地域における介護予防の取組みを機能強化するために、地域の住

民主体の通いの場等に、運動・栄養・口腔分野の専門職等を派遣

し、自立支援と地域づくりの視点から、効果的な介護予防技術を

提供し、住民のスキルアップを図ります。 

【専門職の派遣回数】令和元年度 374 回→令和５年度派遣回数 

令和元年度より増加 

☆498 回 

44 

後期高齢者の保健

事業と介護予防の

一体的実施 

（保健福祉局健康

推進課、認知症支

援・介護予防セン

ター、地域福祉推

進課） 

本市の高齢者の生活習慣病等の疾病予防・重症化予防や介護予

防・フレイル予防を一体的に実施し、市民の健康寿命の延伸を推

進します。KDB システムを活用して、健康課題を分析・把握し、

対象者を抽出して、国民健康保険の保健事業と後期高齢者医療制

度の保健事業、介護予防事業・フレイル対策を接続させ、福岡県

等と連携しつつ、効果・効率的に実施します。 

【健診有所見者のうち、高血圧、HbA1c、尿たんぱく、eGFR 等で

受診勧奨値であるが、医療未受診者、治療中断者の人数及び割

合】令和元年度：957 人（0.6％）→令和５年度：基準値より減

少 

☆集計中 

45 

高血圧症を切り口

とした生活習慣病

への対策 

（保健福祉局健康

推進課） 

死亡や重篤な後遺症を引き起こし、医療費・介護費の高騰を招く

脳血管疾患・虚血性心疾患の最大の危険因子である高血圧を予防

するため、日本高血圧学会など関係団体と連携し、定期的な血圧

測定、ハイリスク者への保健指導、減塩の推進など「高血圧ゼロ

のまち」に向けた取組みを推進します。 

【国保特定健診受診者のうち高血圧症（180mmHg/110mmHg 以上）

の者の割合】平成 28 年度：0.92％ → 令和５年度：0.65％ 

☆集計中 

46 

健康マイレージに

よる健康づくり 

（保健福祉局健康

推進課） 

介護予防・生活習慣改善等の取組みや健康診査の受診等をポイン

ト化し、そのポイントを景品と交換することで、健康づくりの重

要性を広く普及啓発するとともに、市民の自主的かつ積極的な健

康づくりへの取組みを促進します。 

【健康づくりや介護予防のために取り組んでいることがあると答

えた高齢者の割合】R１年度：62.6％→R５年度増加 

☆59.6％、健康マイレージ応募者数 1,064 人 

47 

健康診査（がん検

診等）の実施 

（保健福祉局健康

推進課） 

がんなどの生活習慣病予防対策の一環として、これら疾患の疑い

のある人や危険因子を持つ人をスクリーニングするため、胃が

ん・大腸がん・肺がん・子宮頸がん・乳がんなどの各種がん検診

や、骨粗しょう症検診、基本健診を実施します。 

【がん検診受診率の増加】平成 28 年度：2.7％～20.1％→令和５

年度：10％～33％ 

☆集計中 

48 

口腔保健の推進 

（保健福祉局健康

推進課、認知症支

援・介護予防セン

ター） 

糖尿病などの生活習慣病の予防・重症化予防と関連のある歯周病

の予防や、誤嚥性肺炎の予防に重要な口腔ケア、口腔機能の維

持・向上について、普及・啓発し、健康寿命の延伸に重要な歯と

口の健康づくりを推進します。 

【歯周病と糖尿病の関係を知っている者（40 歳以上）の割合】

H28 年度：33.2％ → R５年度：50.0％ 

☆33.9％ 

【口腔ケアが誤嚥性肺炎を予防することを知っている人（65 歳

以上）の割合】H28 年度：55.1％ → R５年度：70.0％ 

☆54.1％ 
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49 

北九州市国民健康

保険の特定健診・

特定保健指導の実

施 

（保健福祉局健康

推進課） 

北九州市国民健康保険に加入する 40～74 歳を対象に、糖尿病等

の生活習慣病の有病者・予備軍を減少させることを目的として、

メタボリックシンドロームに着目した特定健診を実施します。ま

た、健診の結果、生活習慣の改善が必要な対象者への特定保健指

導を実施します。 

【特定健診受診率】 平成 28 年度：35.8％→令和５年度：60％ 

☆集計中 

【特定保健指導実施率】平成 28 年度：30.0％→令和５年度：

60％ 

☆集計中 

再

掲 

55 

介護予防・自立支

援のための総合プ

ログラムの実施 

（保健福祉局長寿

社会対策課） 

主として要介護状態等となるおそれがある、または要介護状態か

ら改善した高齢者を対象に、市民センターで介護予防・自立支援

や生きがい活動に関する総合的なプログラムを実施する事によ

り、介護予防・自立支援の普及啓発を行います。 

☆延べ実施回数 4,436 回、参加人員 38,729 人 

再

掲 

85 

生活習慣病予防・

重症化予防のため

の健康教育の実施 

（保健福祉局健康

推進課） 

生活習慣病予防・重症化予防、慢性閉塞性肺疾患(COPD)などの健

康課題について、正しい知識の普及と健康意識の向上のために区

役所等で集団健康教育を行います。また、生活習慣の改善等が必

要な方に対して生活習慣病の予防・重症化予防のために個別健康

教育を行い、長期的な認知症の予防につなげます。 

【開催回数・参加延べ数】R1 年度：1,912 回、14,933 人 → 

R5 年度：増加 

☆1,387 回、8,066 人 

再

掲

141 

介護予防・生活支

援サービスの提供

体制の確保 

（保健福祉局地域

福祉推進課、認知

症支援・介護予防

センター） 

要支援１・２の認定を受けた方及び事業対象者に対して、その能

力に応じ自立した日常生活を営むことができるよう適切なアセス

メントによるケアプランに基づき、介護予防・生活支援サービス

（訪問・通所）において、「予防給付型」「生活支援型」「短期

集中予防型」の提供を行います。また、自立支援・重度化防止に

向けた適切なサービスを提供できるよう従事者、事業所の確保

等、環境整備を行います。 

☆利用件数：訪問型サービス 41,143 件、通所型サービス 56,609

件、短期集中予防型 151 人、住民主体型 1,634 件 

 

基本的な施策２ 地域で取り組みやすく、継続しやすい仕組みづくり 

No 取組み 概要 

50 

通いの場における

健康づくりの強化 

（保健福祉局認知

症支援・介護予防

センター、地域福

祉推進課） 

「いつもの活動に運動プラス」を合言葉に、住民主体の通いの場

で、きたきゅう体操等の運動習慣の定着を促し、住民の健康づく

り意識の向上を図るとともに、仲間と一緒に取り組む介護予防活

動を支援します。 

地域包括支援センターでは、高齢者サロンや老人クラブ等に出向

いて、高齢者いきいき相談（巡回相談）と健康教育や保健指導を

一体的に実施し、高齢者の生活習慣病の予防や重症化予防に取り

組みます。 

☆体験会等で介護予防活動を支援した回数：５８回 



参考資料２ 

10 

 

51 

健康づくり推進員

の養成と活動支援 

（保健福祉局認知

症支援・介護予防

センター） 

地域における健康づくり・介護予防活動を推進するリーダーとな

る健康づくり推進員を養成します。また、健康づくり推進員が行

う健康づくりや介護予防の普及啓発活動を支援します。 

☆健康づくり推進員が関わる活動への参加者数 

260,576 人 

52 

食生活改善推進員

による訪問活動 

（保健福祉局認知

症支援・介護予防

センター） 

食生活改善推進員を対象に食育アドバイザーを養成し、高齢者宅

を訪問して、食事等に関する状況確認や助言を行うとともに、虚

弱者を把握し、必要な支援につなげます。 

【食育アドバイザー養成者数】令和元年度：1,144 人→令和５年

度：1,344 人（200 人増） 

☆1,303 人 

53 

介護予防リーダー

（普及員）の育

成・支援 

（保健福祉局認知

症支援・介護予防

センター） 

本市オリジナルの介護予防体操（「きたきゅう体操」、「ひまわ

り太極拳」）や公園の健康遊具を用いた介護予防の普及教室や体

験会の実施により、地域で介護予防の取り組みを進めるととも

に、地域で介護予防活動を推進する普及員を育成し、活動を支援

します。 

【普及員の登録者数】 令和元年度登録者数 908 人→令和５年

度 令和元年度より増加 

☆991 人 

54 

専門職による地域

の介護予防活動の

支援 

（保健福祉局認知

症支援・介護予防

センター） 

高齢者が要支援・要介護状態になることの予防（認知症予防も含

む）を目的に、地域の通いの場において専門職による健康教育・

健康相談を実施するとともに、地域での自主的な介護予防活動を

支援します。 

【地域の通いの場における健康教育・健康相談・グループ支援の

実施箇所数】 

令和元年度 46 か所 → 令和５年度 令和元年度より増加 

☆95 か所 

55 

介護予防・自立支

援のための総合プ

ログラムの実施 

（保健福祉局長寿

社会対策課） 

主として要介護状態等となるおそれがある、または要介護状態か

ら改善した高齢者を対象に、市民センターで介護予防・自立支援

や生きがい活動に関する総合的なプログラムを実施する事によ

り、介護予防・自立支援の普及啓発を行います。 

☆延べ実施回数 4,436 回、参加人員 38,729 人 

56 

市民センターを拠

点とした健康づく

り 

（保健福祉局健康

推進課、地域福祉

推進課） 

まちづくり協議会が、市民センター等を拠点として、健康づくり

推進員の会、食生活改善推進員協議会と連携し、医師会、歯科医

師会、薬剤師会、栄養士会、行政(保健師等)などの協力により、

市民が主体となって地域の健康課題について話し合い、目標設

定、計画づくり、実践、事業評価を一つのサイクルとした健康づ

くり事業（地域で GO!GO!健康づくり）を行います。 

【実施校区数の増加 

令和２年度参加団体数 129 団体 → 令和５年度参加団体数 

137 団体 

☆133 団体 
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57 

食生活改善推進員

の養成・活動の支

援 

（保健福祉局健康

推進課、認知症支

援・介護予防セン

ター） 

食を通じた健康づくり・介護予防活動を推進するリーダーの育成

のため、食生活と生活習慣病（予防）などに関する研修を行い、

食生活改善推進員を養成します。また、食生活改善推進員が行う

地域での食と健康等に関する情報発信や、健康料理普及講習会、

ふれあい昼食交流会などの活動を支援します。 

【食生活改善推進員が関わる活動への参加者数】令和元年度：

311,275 人→令和５年度：令和元年度より増加 

☆80,726 人 

58 

健康づくりを支援

する公園の整備 

（建設局緑政課） 

高齢者等の健康づくりのため、専門家の助言のもと、介護予防に

効果的な７種類の健康遊具をセットで配置した拠点公園を整備し

ます。 

【7 種類の健康遊具をすべて設置している拠点公園の数】令和元

年度末時点：２４公園 → 令和５年度 ３０公園 

☆29 公園 

再

掲 

43 

地域リハビリテー

ション活動の支援

（サロンで健康づ

くり） 

（保健福祉局認知

症支援・介護予防

センター） 

地域における介護予防の取組みを機能強化するために、地域の住

民主体の通いの場等に、運動・栄養・口腔分野の専門職等を派遣

し、自立支援と地域づくりの視点から、効果的な介護予防技術を

提供し、住民のスキルアップを図ります。 

再

掲 

62 

住民主体による居

場所づくり 

（保健福祉局地域

福祉推進課） 

社会福祉協議会が実施してきたサロンに加え、新たに NPO やボラ

ンティア団体等が行う、地域交流の「居場所」づくりを助成対象

とし、住民主体による生きがい・健康づくりにつながる居場所づ

くりを推進します。 

☆サロン助成団体数：月 4 回以上 122 箇所、月 2 回以上 83 箇

所、月 1 回以上 151 箇所 

再

掲 

98 

地域包括支援セン

ターの運営 

（保健福祉局地域

福祉推進課）） 

誰もが住み慣れた地域で安心して生活を継続できるよう、保健・

医療・福祉・介護の幅広い相談に対応する総合相談窓口として、

地域包括ケアシステム構築の推進を図ります。また、利用者がい

つでも気軽に相談しやすい場所として、利便性を考慮した窓口機

能（まちかど介護相談室等）を強化し、緊急時に対応するために

「24 時間 365 日緊急対応事業」を行います。「ダブルケア」等に

みられる多様化するニーズや、「虐待」「認知症」等権利擁護に

関する複雑・困難な課題も、民間企業やＮＰＯ、専門職や地域ボ

ランティア等と連携しながら、適切なアセスメント、継続的・包

括的なケアマネジメントを実施します。一方、これらにより構築

されるネットワークを効果的に活用し、高齢者をとりまく地域課

題の解決や、自立支援･介護予防の普及啓発に努めます。 

【地域包括支援センターの認知度】令和元年度： 41.8% → 令

和５年度：基準値より増加 

☆43.6％ 

【地域包括支援センター相談件数】令和元年度：206,500 件 → 

令和５年度：218,000 件 

☆226,059 件 

 


